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1. 調査目的

平成 29 年度地域における地球温暖化防止活動促進事業において、当センターと網走市が連

携し、網走市民を対象に、国民運動「COOL CHOICE」（以下、「クールチョイス」という）及

び網走市が推進する地球温暖化防止行動「家庭でできる 10 の取り組み」等に関する事項を調

査した。

本調査では、市民の地球温暖化防止に関する意識・意向、取組の実践度やその特性等を把握

し、今後の地域における地球温暖化対策を進める上での基礎的知見の獲得を主目的としている。

加えて、本調査に先立ち、市内の民間団体等が行うクールチョイスに該当する取組を取りまと

め、市広報誌「広報あばしり」にてクールチョイスに関する広報・啓発を行ったことから、そ

の効果などの把握を併せて行うこととする。

2. 調査概要

（1）調査主体

公益財団法人北海道環境財団（北海道地球温暖化防止活動推進センター）、網走市

（2）調査期間

平成 29 年 10 月

（3）調査対象

網走市民 600 人（住民基本台帳より 18 歳以上を無作為抽出）

（4）調査方法

郵送

（5）調査内容

調査票のとおり（4-1 参照）

参考資料として以下も同封。

・広報誌掲載記事（4-2 参照）

・網走市製作「ストップ・ザ・温暖化」冊子（4-3 参照）

（6）回答数（回答率）

186 人（31％）
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１０代以下,

0件, 0.0% ２０代,

10件, 5.4%

３０代,

23件, 12.4%

４０代,

39件, 21.0%

５０代,

39件, 21.0%

６０代,

48件, 25.8%

７０代以上,

26件, 14.0%

回答なし,

1件, 0.5%

１人,

51件, 27%

２人,

68件, 36.6%

３人,

32件, 17.2%

４人,

21件, 11.3%

５人,

9件, 4.8%

６人以上,

3件, 1.6%
回答なし,

2件, 1.1%

3. 調査結果

本調査により得られた結果は、3-1. 回答者の属性、3-2. 地球温暖化に関する意識・意向につ

いて、3-3. 家庭での取り組み状況について、3-4. クールチョイスの認知状況について、3-5. 広

報誌による広報・啓発効果や今後の対策について に分類・整理した。

以下、それぞれの結果概要および各設問への回答を示す。

3-1. 回答者の属性

（1）概要

年代構成は、60 代が 25.8%と最も多く、次いで 50 代・40 代（21.0%）、70 代（14.0％）

であった。世帯人数は、2 人世帯が 36.6%と最も多く、次いで 1 人世帯（27.4%）、3 人世

帯（17.2％）であった。職業種は、会社員が 52.7%と最も多く、男女比率は、男性が約 7

割、女性が約 3 割であった。

（2）回答結果

問 1 回答者について

図 1-1. 回答者の年代構成（n=186）

図 1-2. 回答者の世帯人数（n=186）
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会社員 （公務員含む）,

98件, 52.7%

会社役員,

4件, 2.2%

自営業,

13件, 7.0%

農林水産業,

8件, 4.3%

学生,

3件, 1.6%

無職,

41件, 22.0%

その他,

18件, 9.7%

回答なし,

1件, 0.5%

男性,

133件, 71.5%

女性,

51件, 27.4%

回答なし,

2件, 1.1%

図 1-3. 回答者の職業構成（n=186）

図 1-4. 回答者の性別構成（n=186）

3-2. 地球温暖化に関する意識・意向について

（1）概要

『地球温暖化の影響を実感するのはどれくらい先か』という設問では、「すでに実感し

ている」との回答が 80.6%と最も多い。温暖化防止のために自身の生活習慣を変える必要

性については、「そう思う」が 47.3％、「ややそう思う」が 31.1％となり、合わせると 77.4%

の方が必要であると思うと回答している。この回答者による、『省エネなど温暖化対策に

繋がる取り組みの実践状況』については、「快適な生活を損なわない程度に実践している」

が 58.3%と最も多く、次いで、「多少手間がかかっても積極的に実践している」（18.1%）、

「あまり実践していない」（11.8%）、「どちらともいえない」（11.1%）、「実践していない」

（0.7%）となっている。また、「あまり実践していない」「どちらともいえない」「実践し

ていない」と回答した理由としては、「実践効果が見えない・判らない」「自身に適切な取

り組みを選ぶことが難しい」がともに最も多く（13 件）、次いで「何をすればいいか情報

が不足している」(11 件)、「従来の生活習慣を変えることが難しい」（8 件）であった。
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既に実感している,

150件, 80.6%

約10年後,

8件, 4.3%

約25年後,

7件, 3.8%

約50年後,

2件, 1.1%

わからない,

18件, 9.7%

回答なし,

1件, 0.5%

そう思う,

88件, 47.3%ややそう思う,

56件, 30.1%

どちらともいえない,

25件, 13.4%

あまり思わない,

10件, 5.4%

全く思わない,

5件, 2.7%
回答なし,

2件, 1.1%

多少手間がかかっても積

極的に実践している,

26件, 18.1%

快適な生活を損

なわない程度に

実践している ,

84件, 58.3%

どちらともいえない,

16件, 11.1%

あまり実践していない,

17件, 11.8%

実践していない,

1件, 0.7%

回答なし,

0件, 0.0%

（2）回答結果

問 2 地球温暖化により、異常気象（高温、ゲリラ豪雨等）の増加、流氷の減少、農作物の

収穫量変化など、網走市においても様々な影響が出ると予想されています。「あなた」が地

球温暖化の影響を実感するのはどれくらい先だと思いますか？

図 2. 地球温暖化の実感について（n=186）

問 3 地球温暖化を少しでも食い止めるために、自身の生活習慣を変える必要があると思い

ますか？

図 3. 生活習慣を変える必要性について（n=186）

問 4 問 3 で「そう思う」「ややそう思う」と回答した方にお伺いします。自身の生活の中

で、省エネなどの温暖化対策に繋がる取り組みを実践していますか？

図 4. 温暖化防止に繋がる取り組みの実践度 （n=144）
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11件

13件

13件

8件

1件

0件

0件

22件

0件 5件 10件 15件 20件 25件

何をすればいいのか情報が不足している

実践効果が見えない・判らない

自身に適切な取り組みを選ぶことが難しい

従来の生活習慣を変えることが難しい

周囲（家族など）の理解が得られない

経費がかかる

その他

回答なし

問 5 問 5 問 4 で「どちらともいえない」「あまり実践していない」「実践していない」と

回答した方にお伺いします。そのように回答した理由を教えてください。(２つ選択)

図 5. 取り組み実践の阻害要因（n=34）

3-3. 家庭での取り組み状況について

（1）概要

家庭での取り組み状況を把握するため、網走市が推進する家庭向けの地球温暖化防止行

動「家庭でできる 10 の取り組み」に対して回答を得た。

取り組みの実践状況については、各項目おいて異なっており、例えば、行動内容④『テ

レビを見ていないときは消す』については、6 割の方が「常に実践している」と回答して

いるのに対し、行動内容⑤『冷蔵庫の設定温度を季節に合わせて調整』では、2 割の方が

「常に実践している」との回答になっている。「常に実践している」との回答が最も多い行

動内容は、⑩『トイレを使わないときはふたをする、便座と洗浄水の温度を低温にする』

で 67.2％、一方、「実践できない」との回答が最も多かったのは①『暖房の運転時間を 1

日 1 時間短縮する』と⑨『電子レンジで下ごしらえする』で 16.7％であった。

また、取り組みの実践を妨げる理由では、各項目において「生活習慣を変えることが難

しい、または生活習慣に合わない」という回答が上位を占める。ただし、機器交換を伴う

行動項目⑧『白熱電球を LED 電球に交換』では、「経費がかかる」が最も多い。
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（2）結果

問 6 網走市では、家庭での地球温暖化対策を促進するために『家庭でできる 10 の取り組

み』を制作・配布しています。その中で実践している取り組みについて、それぞれ最も近い

番号を一つ選び「○」をつけてください。また、実践できないと回答した方は、実践を妨げ

る主な理由を、下欄から選び、ご記入ください。

表 1. 家庭でできる 10 の取り組みの実践度（実践を妨げる主な理由除く）（n=186）

行 動 内 容

常に

実践して

いる

半分程度

実践して

いる

実践

しようと

思う

実践

できない

回答

無し

① 暖房の運転時間を１日 1 時間短縮す

る

52 件

28.0%

48 件

25.8%

39 件

21.0%

31 件

16.7%

16 件

8.6%

② アイドリングストップを実践する
78 件

41.9%

45 件

24.2%

25 件

13.4%

21 件

11.3%

17 件

9.1%

③ 入浴はみんなでつぎつぎ入る

シャワーは流しっぱなしに注意する
106 件

57.0%

36 件

19.4%

19 件

10.2%

14 件

7.5%

11 件

5.9%

④ テレビを見ていないときは消す
117 件

62.9%

42 件

22.6%

16 件

8.6%

2 件

1.1%

9 件

4.8%

⑤ 冷蔵庫の設定温度を季節に合わせて

調節

45 件

24.2%

43 件

23.1%

57 件

30.6%

27 件

14.5%

14 件

7.5%

⑥ 給湯器を低温に設定して洗いものを

する
84 件

45.2%

46 件

24.7%

25 件

13.4%

17 件

9.1%

14 件

7.5%

⑦ ジャーや電気ポットの保温を止める
104 件

55.9%

26 件

14.0%

26 件

14.0%

17 件

9.1%

13 件

7.0%

⑧ 白熱電球を LED 電球に交換する
64 件

34.4%

43 件

23.1%

49 件

26.3%

19 件

10.2%

11 件

5.9%

⑨ 電子レンジで下ごしらえをする
38 件

20.4%

61 件

32.8%

43 件

23.1%

31 件

16.7%

13 件

7.0%

⑩ トイレを使わないときはふたをする

便座と洗浄水の温度を低温にする

125 件

67.2%

22 件

11.8%

17 件

9.1%

11 件

5.9%

11 件

5.9%
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常に実践している,

52件, 28.0%

半分程度実践し

ている,

48件, 25.8%

実践しようと思う,

39件, 21.0%
回答なし,

16件, 8.6%
生活習慣を変えるこ

とが難しい、または

生活習慣に合わない,

20件, 10.8%

頻繁に忘れてしまう,

3件, 1.6%

その他,

8件, 4.3%
実践

できない,

31件, 16.7%

常に実践している,

78件, 41.9%

半分程度実践し

ている,

45件, 24.2%

実践しようと思う,

25件, 13.4% 回答なし,

17件, 9.1%

手間がかかる,

2件, 1.1%
経費がかかる,

1件, 0.5%

効果があると思えない,

2件, 1.1%

生活習慣を変えるこ

とが難しい、または

生活習慣に合わない,

6件, 3.2%

頻繁に忘れてしまう,

2件, 1.1%

その他,

5件, 2.7%
回答なし,

3件, 1.6%

実践

できない,

21件, 11.3%

常に実践している,

106件, 57.0%

半分程度実践している,

36件, 19.4%

実践しようと思う,

19件, 10.2% 回答なし,

11件, 5.9%

生活習慣を変える

ことが難しい、ま

たは生活習慣に合

わない,

11件, 5.9%

頻繁に忘れてしまう,

1件, 0.5%

その他,

2件, 1.1%
実践

できない,

14件, 7.5%

図 6-1. 暖房の運転時間を１日 1 時間短縮する（n=186）

図 6-2. アイドリングストップを実践する（n=186）

図 6-3. 入浴はみんなでつぎつぎ入る（n=186）
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常に実践している,

117件, 62.9%

半分程度実践し

ている,

42件, 22.6%

実践しようと思う,

16件, 8.6%
回答なし,

9件, 4.8%

生活習慣を変える

ことが難しい、ま

たは生活習慣に合

わない,

2件, 1.1%

実践

できない,

2件, 1.1%

常に実践している,

45件, 24.2%

半分程度実践

している,

43件, 23.1%

実践しようと思う,

57件, 30.6%
回答なし,

14件, 7.5%

手間がかかる,

7件, 3.8%
効果があると

思えない,

2件, 1.1%

生活習慣を変えるこ

とが難しい、または

生活習慣に合わない,

6件, 3.2%

頻繁に忘れてしまう,

4件, 2.2%

その他,

3件, 1.6%

回答なし,

5件, 2.7%

実践

できない,

27件, 14.5%

常に実践している,

84件, 45.2%

半分程度実践し

ている,

46件, 24.7%

実践しようと思う,

25件, 13.4%
回答なし,

14件, 7.5%

手間がかかる,

2件, 1.1%

生活習慣を変える

ことが難しい、ま

たは生活習慣に合

わない,

5件, 2.7%

頻繁に忘れてしまう,

2件, 1.1%

その他,

5件, 2.7%

回答なし,

3件, 1.6%

実践

できない,

17件, 9.1%

図 6-4. テレビを見ていないときは消す（n=186）

図 6-5. 冷蔵庫の設定温度を季節に合わせて調節（n=186）

図 6-6. 給湯器を低温に設定して洗いものをする（n=186）
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常に実践して

いる,

104件, 55.9%

半分程度実践

している,

26件, 14.0%

実践しようと思う,

26件, 14.0%
回答なし,

13件, 7.0%

手間がかかる,

1件, 0.5%

生活習慣を変えること

が難しい、または生活

習慣に合わない,

7件, 3.8%

頻繁に忘れてしまう,

2件, 1.1%

その他,

4件, 2.2%

回答なし,

3件, 1.6%

実践

できない,

17件, 9.1%

常に実践している,

64件, 34.4%

半分程度実践し

ている,

43件, 23.1%

実践しようと思う,

49件, 26.3%
回答なし,

11件, 5.9%

経費がかかる,

11件, 5.9%

生活習慣を変えるこ

とが難しい、または

生活習慣に合わない,

1件, 0.5%

頻繁に忘れてしまう,

1件, 0.5%

その他,

5件, 2.7%

回答なし,

1件, 0.5%

実践

できない,

19件, 10.2%

常に実践している,

106件, 57.0%

半分程度実践し

ている,

36件, 19.4%

実践しようと思う,

19件, 10.2% 回答なし,

11件, 5.9%
生活習慣を変える

ことが難しい、ま

たは生活習慣に合

わない,

11件, 5.9%

頻繁に忘れてしまう,

1件, 0.5%

その他,

2件, 1.1%
実践

できない,

14件, 7.5%

図 6-7. ジャーや電気ポットの保温を止める（n=186）

図 6-8. 白熱電球を LED 電球に交換する（n=186）

図 6-9. 電子レンジで下ごしらえをする（n=186）
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常に実践している,

117件, 62.9%

半分程度実践し

ている,

42件, 22.6%

実践しようと思う,

16件, 8.6%

回答なし,

9件, 4.8%

生活習慣を変える

ことが難しい、ま

たは生活習慣に合

わない,

2件, 1.1%

実践

できない,

2件, 1.1%

知っていた,

85件, 45.7%知らなかった,

93件, 50.0%

回答なし,

8件, 4.3%

図 6-10. トイレを使わないときはふたをする（n=186）

3-4. クールチョイスの認知状況について

（1）概要

日本の削減目標の認知度については、「知っていた」が 45.7％であり半数以下となってい

る。さらに、クールチョイスの認知度については、「知っていた」との回答が 17.2%、クー

ルチョイスのロゴについては、「見たことがある」との回答は、7.0％という結果となった。

なお、クールチョイスを知った要因としては、「市広報誌（広報あばしり）」が最も多く（22

件）、次いで「テレビ・雑誌・メディア関連など」（18 件）であった。

（2）回答

問 7 現在、日本は 2030 年度までに、26％（2013 年度比）の温室効果ガスを削減するこ

とを世界に約束していますが、そのことを知っていましたか？

図 7. 中期目標の認知度（n=186）
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知っていた,

32件, 17.2%

知らなかった,

139件, 74.7%

回答なし,

15件, 8.1%

22件

6件

5件

0件

2件

4件

1件

2件

18件

3件

1件

0件 5件 10件 15件 20件 25件

市広報誌（広報あばしり）

市内の催し・イベント

市内のポスター・チラシ

市外の催し・イベント

市外のポスター・チラシ

市のホームページ

SNS等のソーシャルメディア

その他インターネット

テレビ・ラジオ等のマスメディア

会社・学校・知人等

その他

見たことがある,

13件, 7.0%

見たことがない,

148件, 79.6%

回答なし,

25件, 13.4%

問 8 国民運動「クールチョイス」を知っていましたか？

図 8. クールチョイスの認知度（n=186）

問 9 クールチョイスに賛同する自治体・団体・企業などは、上記のようなロゴマークを

掲げています。見たことはありますか？

図 9. クールチョイスロゴマークの認知度（n=186）

問 10 問 8 で「知っていた」、問 9 で「見たことがある」と回答した方にお伺いします。

どこで「知りました」か？ または「見ました」か？（複数選択）

図 10. クールチョイスを知った要因（n=38）
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見た,

41件, 22.0%

見ていない,

138件, 74.2%

回答なし,

7件, 3.8%

3-5. 広報誌による広報・啓発効果や今後の対策について

（1）概要

市広報誌「広報あばしり（10 月号）」でクールチョイス事例の紹介記事を「見た」との回

答は、22.0%であった。また、掲載事例の認知状況については、「全く知らなかった」が 46.8%

と最も多く、次いで「少しは知っている」（22.0%）、「あまり知らなかった」（21.5％）、「よ

く知っていた」（5.9%）となっている。掲載事例を見た感想については、「地域の未来や温暖

化対策について考えるきっかけになった」が最も多く（81 件）、次いで「温暖化対策に取り

組む必要性が理解できた」（71 件）、「網走市内の取り組みを継続的に紹介してほしい」（71

件）、「地域活性化や地域課題の解決に繋がる形で、温暖化対策を進める必要があると感じた」

（63 件）と回答している。

クールチョイスなどの取り組みの周知に適した広告媒体としては、「市広報誌」と最も多

く（57 件）、次いで「テレビ・ラジオ等のマスメディア」（35 件）、SNS 等のソーシャルメ

ディア」（11 件）と続いた。

温暖化対策を進めていく上での網走市に期待する役割と機能については、「網走市ならで

はの温暖化対策に向けた取り組みの創出」が最も多く（92 件）、次いで「環境教育・学習の

充実化（特に次世代を担う層に対して）」と「ごみの減量化・リサイクルの推進」（68 件）

であった。

（2）回答結果

問 11 今年度の市広報誌（広報あばしり）10 月号では、市内の民間団体が実践するクー

ルチョイスの取り組み事例をご紹介しています。該当記事を市広報誌で見たことがありま

したか？

図 11. 市広報誌面でクールチョイスの紹介記事を見たか（n=186）
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よく知っていた,

11件, 5.9%

少しは知っている,

41件, 22.0%

あまり知らなかった,

40件, 21.5%

全く知らなかった,

87件, 46.8%

回答なし,

7件, 3.8%

81件

71件

63件

44件

71件

34件

12件

0件 50件 100件

地域の未来や温暖化対策について考えるきっか

けになった

温暖化対策に取り組む必要性が理解できた

地域活性化や地域課題の解決に繋がる形で、温

暖化対策を進める必要があると感じた

温暖化防止に向けて自分ができること（手段）

を知りたくなった

網走市内の取り組みを継続的に紹介してほしい

概要だけでなく、もっと詳しく紹介してほしい

その他

問 12 該当記事にある市内のクールチョイスの取り組みを、既に知っていましたか？

図 12. 広報誌に掲載した市内のクールチョイス事例の認知度（n=186）

問 13 問 13 該当記事（同封資料）をご覧になられて、どのようなご感想をお持ちになら

れましたか？（複数選択）

図 13. 記事への感想（n=186）
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57件

7件

11件

5件

5件

5件

4件

11件

0件

35件

4件

42件

0件 20件 40件 60件

市広報誌

市内の新聞

市内のフリーペーパー

公共交通機関での資料掲示・配布

公共施設での資料掲示・配布

教育機関での資料掲示・配布

市のホームページ

SNS等のソーシャルメディア

その他インターネット

テレビ・ラジオ等のマスメディア

その他

回答なし

92件

46件

68件

68件

6件

43件

49件

0件 20件 40件 60件 80件 100件

網走市ならではの温暖化対策に向けた

取り組みの創出

最新情報を踏まえた普及啓発の充実化

環境教育・学習の充実化（特に次世代

を担う層に対して）

ごみの減量化・リサイクルの推進

市民団体等への支援

新エネルギー設備等や環境配慮製品の

導入に対する補助制度

回答なし

問 14 「クールチョイス」など、市が進める取組を周知する上で、どういった広報媒体

が有効だと考えられますか？(１つ選択)

図 14. 有効な広告媒体（n=186）

問 15 温暖化対策を進めていく上で、網走市に期待する役割や機能について (２つ選択)

図 15. 網走市に期待する役割や機能（n=186）
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4. 資料

4-1. 調査票

（1/5）
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（2/5）
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（3/5）
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（4/5）
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（5/5）
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4-2. 市広報誌掲載記事「網走市でのクールチョイスな取り組み」

(1/1)
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4-3. 網走市冊子「ストップ・ザ・温暖化」

(1/2)
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(2/2)


